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眞澄の道を辿って３　「蛙
かえる

岩」。 眞澄の図版とほゞ同じ姿で、101号線脇（八森町の手前）に現存している。小さい祠
ほこら

がある。
…人にとへば畔神といひ、黒尊佛といひ、はた馬の神ともいふ…（雪乃道奥、雪の出羽路より）

秋田大学名誉教授 山本穆彦氏：画
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新しく入学された皆さん、

おめでとうございます。心

からお祝い申しあげます。

ここ秋田の地は喜びに満

ち溢れる春を迎え、やがて

満開の桜が皆さんを歓迎し

てくれます。近くでは千秋公園の染井吉野や、全国

的に知られる角館町の桧木内川土手の桜のトンネル

と枝垂れ桜がありますが、南は金浦公園から北はき

みまち坂まで全県にわたって素晴らしい桜の名所が

あり、５月の連休明けまで十分に楽しむことができ

ます。まさに門出にふさわしく、心の内も外も沸き

上がり力に満ち満ちた季節です。学問はもちろんの

こと、交友に、各種クラブをはじめボランティア活

動や他大学との交流など、大学の内外を問わずあら

ゆることを積極的に楽しみ、吸収し、大いに学生生

活を味わってください。

大学という新しいスタートラインに立った皆さん

のこれからは、自ら積極的に学び、得られたものを

充分に吟味して己のものとし、発展させ、さらに展

開させる、あらゆる面に主体性をもって開拓し邁進

する生活に入ることになります。そのなかに図書館

もプログラミングしてください。

図書館とは、自分に必要な分野を検索するだけに

存在するのではなく、様々な分野の知識をそれぞれ

のニーズに合わせて得、発展させることができる格

好の場なのです。難く考えずに、まずはのぞきにく

ることをお勧めします。１階のブラウジングコーナ

ーには新聞や雑誌類がありますし、２階の視聴覚室

では図書館備付のＣＤやＬＤなどもあり、疲れを癒

し充電するには格好の場所です。

本学図書館は規模は小柄ながら、皆さんのご要望

に可能なかぎり答え充実させるべく努力しています。

昨年度から、図書館が提供する情報の有効活用をね

らった情報リテラシー教育を教養基礎教育の選択科

目として開講しています。演習中心であり、レポー

トや卒論作成にも大いに役立っています。さらに、

学内外を問わず門戸を開くなど、誰もが自由に活用

できるようになっており、あらゆる意味で開かれた

図書館にすべく努めています。

図書館を積極的に利用され、図書館での時間を大

切にしてください。改善すべきところは大小にかか

わらず随時指摘してくれることを願っています。

皆さんが自己を高め社会に貢献できる素晴らしい

人生を創りだすために、これから過ごされる大学生

活を通じて自ら確固たる土台を築かれんことを心か

ら願うとともに、図書館もその一助となれれば望外

の幸せです。

（みうら まもる

医学部内科学第二講座教授）

新入生の皆さんへ

附属図書館長　　三　浦　　　　傅



3

３月20日に卒業式が行わ

れました。４年間あるいは

６年間で精神的にも肉体的

にもたくましく成長し、自

信を持って社会へ巣立つ卒

業生、修了生諸君を見送る

とき幸せを感じると同時に別れの寂しさもすこし感

じます。しかし、今日からは若さあふれるフレッシ

ュな新入生の皆さんを迎え、キャンパスは再びにぎ

やかさを取り戻すことと楽しみにしています。

皆さんはいま未知の学問分野に踏み入る期待と好

奇心で胸一杯のことと思いますが、しばらくすると

講義が高校の授業の延長に過ぎないと失望して講義

から遠ざかる人や、難しくてついていけないと投げ

出してしまう人も出てくるのではと心配しています。

最近は高校のカリキュラムが多様化しており、入

学当初の皆さんの理解度がまちまちであることがそ

の原因の一つです。我々教官は全員が勉学意欲を持

てるように講義の導入部には特に注意を払っていま

すが、講義はテレビの娯楽番組とは異なり、理解す

るためにはある程度の努力が必要です。趣味のギタ

ー演奏やスキー等のスポーツにしても最初から楽し

いと感じた人はほとんどないはずです。しかし、好

きな曲を演奏している自分や雪山をさっそうと滑る

自分をイメージして努力をしたと思います。学問も

同じです。学問を楽しいと思えるようになるにもや

はり努力が必要です。はじめは講義について行くの

が少しつらい人もいるかもしれませんが、あきらめ

ないで理解するように努力をして欲しいと思います。

また余裕のある人は講義を十分味わって聴いて下さ

い。単なる高校の授業の復習でなく、高度な専門知

識への入口であることに気づき、より一層興味が深

まると思います。

いま皆さんは、きびしい受験戦争から開放されて

一息ついておられると想像しますが、次の目標に向

かって、日々ほんの少しでも良いので机に向かう習

慣を持続して下さい。自宅や寮やアパートでは無理

という人には、図書館がすばらしい環境を提供して

くれています。秋田大学の図書館には、皆さんが自

習するのに適切なレベルの参考図書を毎年各講義の

担当教官に選定してもらって購入しています。学問

の宝庫である図書館の活用を通して学問する楽しさ

を体験し、充実した学生生活を送られることを期待

しています。

（さわだ ただし

工学資源学部機械工学科教授 ）

学問の楽しさを知るために

学生部長 澤　田　　　雅



4

シリーズ�心に残る�　　一冊�　 16

トラウマ（ＰＴＳＤ）について書かれた本である。

トラウマの研究が社会的・政治的に避けられてき

た歴史から始まり、戦争・児童虐待・レイプ等によ

ってトラウマを発症した人々（「生存者」と訳される）

の事例検討、そしてその回復への道筋を示している。

トラウマというと自分たちとは関係ないという印象

をもつかもしれないが、教育における教師と子ども

の関係・子ども相互の関係、親子関係、男女の関係、

その他の社会的人間関係等。現代社会が抱える問題

性が、トラウマの分析・検討を通じて鮮やかに浮か

び上がってくる。たとえば、加害者が被害者に行っ

ていく「奴隷化」の過程は、学校での子どもたちの

イジメの在り方とほぼ重なる。

この本で最も印象的なのは、その回復の道筋のダ

イナミズムである。ハーマンは「心的外傷体験の核

心は孤立（isolation）と無援（helplessness）である。回

復体験の核心は有力化（empowerment）と再結合

（reconnection）である。」と述べる。生存者に「力を

与え」生存者自身が自らを治療する。そして「恐怖

に積極的に立ち向かい」、「他者と再結合」し「連帯」

していく…といった回復の過程を具体的に示す。

大部であり専門用語も使われていて、一見すると読

みにくそうな本だが、読み出すとぐいぐいと引き込

まれていく。教育専攻の学生はもちろん、医学・工

学専攻の学生にも読んでほしい本である。

（あべ のぼる

教育文化学部教科教育学講座助教授）

※この本はただ今、注文中です。

心的外傷と回復

ジュディス・L・ハーマン 著 中井久夫 訳

みすず書房　1996年　6000円

阿　部　　 昇

●医学部分館では日曜・祝日開館を開始（長期休業期間は除く）

昨年９月23日より試行されていた日曜開館期間中、アンケートを実施したところ引

き続き行って欲しいとの要望が多かったので、13年度も行うことにしました。

（詳細はp.14医学部分館コーナーをご覧ください。）

本館（附属図書館）の日曜・祝日開館については今秋の実施を目途に検討中です。

●本館留学生コーナーが「国際交流コーナー」と名称変更

参考図書類の配置を変え、以前に比べとても明るく広々としたコーナーになりまし

た。互いに国際交流のできる場所として整備していく予定ですので大いに活用してく

ださい。

●本館に利用者用パソコン４台設置

場所は１階OPACコーナーの手前です。

インターネットはもちろん使えますが、文献検索用

CD-ROMも一部使えるようにしましたのでご利用くださ

い。

●本館グループ学習室が２部屋に増えました。
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開 館 時 間

・月曜日～金曜日 8：45～20：00
・土曜日 9：00～17：00
ただし、春・夏・冬期休業中は
・月曜日～金曜日 8：45～17：00
・土曜日 休　館

利用者カード

休　館　日
日曜日・国民の祝日・本学創立記念日（６月１日）・年末年始（12月28日～１月４日）
※臨時休館する場合は、その都度お知らせします。

館 外 貸 出

図書の館外貸出を受ける場合には「学生証」又は「利用者カード」が必要です。カウン
ターで申し込んでください。この「利用者カード」は医学部分館でも利用できます。

返　　　　却

図書を借りるときは、図書と、「学生証」又は「利用者カード」をカウンターに提出し
てください。

貸 出 冊 数

借用した図書は、返却期限日までにカウンターへ返してください。
閉館時は玄関の返却用ポスト（ブックポスト）へ返してください。
返すのが遅れると遅れた日数分貸出停止になりますので、注意してください。

貸 出 期 間

３冊以内
※春・夏・冬期期間中は５冊以内

予　　　　約
貸出中の図書の予約ができます。予約すると返却後優先して利用できます。
「学生証」又は「利用者カード」を持参し、カウンターで予約してください。

Ａ Ｖ 資 料
ＡＶ資料は、ＣＤ、ＬＤ、ビデオ等をカウンターの向かいに備え付けてあります。
利用の際は「学生証」又は「利用者カード」が必要です。

図書ラベル

２週間以内（医学部分館の図書は10日以内）
春・夏・冬期休業中は貸出期間が延長できます。
期日については館内掲示板「INFORMATION」でお知らせします。

更　　　　新
使用中の図書を継続して借りたい時は、返却期日までに図書と「学生証」又は「利用者カ
ード」を持参し、カウンターで更新手続きをして下さい。予約がなければ更新できます。

国際交流コーナー
留学生が日本語や日本文化、風俗、習慣を理解するのに手助けとなる図書、ビデオ、カ
セットテープを備え付けています。

007

J 66

v.1

図書の背表紙には左記、下図の「図書ラベル」が貼ってあります。
ラベルの一段目には「分類番号」│007│、２段目には「著者記号」│J 66│、３段目には
「巻冊番号」│v.1│が記入されます。
図書は「図書ラベル」の請求記号順に書架へ配架されています。
「請求記号」は「分類番号」「著者記号」「巻冊番号」からなります。
「分類番号」…図書の内容を記号化したもので│007│は「情報科学」に関する図書である

ことを表しています。「分類番号」は日本十進分類法│NDC│により付与
されます。

「著者記号」…図書の著者名及び図書名を記号化したもの。
「巻冊番号」…図書に巻号がついている場合に記入します。

詳細は、図書館利用案内・附属図書館ホームページ（http://www.akita-u.ac.jp/̃ktakalib/）を見てください。利
用方法等について不明な点がありましたら、カウンターにお問い合わせください。
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図書館ＨＰ�

や学術情報、�

図書館蔵書�

等の検索が�

できます。�

～1969年までの外国�
雑誌がＡＢＣ順に並ん�
でいます。�

和文雑誌「Ａ」～「Ｋ」�
アルファベット順に並�
べてあります。�

古い二次資�
料、修士論�
文などがあ�
ります。�

中２階平面図�

（
職
員
用
）�

玄
　
関�

書庫２階�

（学術和文雑誌）�

コピー機。�
コイン式。�
図書館内の�
資料のみ�
コピー�
できます。�

カード目録�
コーナー�

ブラウジング�
コーナー�

喫煙室� 玄　関�

ゲート�

コピー機�

エレベーター�

科研費コーナー�

書庫１階� トイレ�

男�

女�

ブックポスト�
閉館時に図書を返却する�

ときは、玄関横のブック�

ポストへ返却してください。�

1989年以前�
に受け入れた�
図書・雑誌の�
目録カードが�
あります。�

軽読書コー�
ナーで、雑�
誌や新聞を�
置いていま�
す。飲食も�
可能です。�

貸出手続をしないで�
退館すると、アラー�
ムが鳴ります。�

事　務　室�

カウンター�

ＡＶ資料�

CD-ROM

事　務　室�

第一閲覧室�

（104席）�

総記、哲学、歴史、産�
業、芸術、語学の分野�
をおいてあります。�
�

雑誌記事索�
引や科学技�
術文献速報�
などのデー�
タベースが�
利用できま�
す。�

貸出・返却の手続きや、利用者カード�
の申込はこちらです。文献検索や、学�
外文献申込みの他にレファレンスサー�
ビスも行います。�

文献目録や機関名鑑な�
どの二次資料を置いて�
います。�

インターネットPC、OPAC

○開 　 架 　 図 　 書………総記、哲学、歴史、産業、芸術、語学、文学�
○参考図書コーナー………参考図書（辞典、辞書、図鑑、年鑑等）�
○ブラウジングルーム………各種新聞、雑誌等�
○レファレンスコーナー………参考図書（書誌、目録、索引等）�

参考図書�
コーナー�

レ
フ
ァ
レ�

ン
ス
コ
ー�

ナ
ー�

玄
関
ホ
ー
ル�

開
架
図
書
コ
ー
ナ
ー�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

新
着
本�

新
館�

１階平面図�

書　庫�

書　庫�
学　　術�
欧文雑誌�（　　　）�

エレベーター�

Ｄ　　Ｓ�

地図�
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OPAC

国
際
交
流�

　
　
コ
ー
ナ
ー�

２階平面図� ３階平面図�
科学技術関係の二次資料を�
おいています。�
(ex.科学技術文献速報）�
　　　CHEMICAL ABSTRACTS

書　庫� 書　　庫�

（和・洋図書）�

エレベーター�研究者閲覧室（10席）�

二次資料�
コーナー�学　　術�

欧文雑誌�（　　　　）�
コピー機�

OPAC

新
着
雑
誌�

研 究 �
個 室 �
（３室）�

資料室�

新
館�

1970年～�

の外国雑誌�

をＡＢＣ順�

に並べてあ�

ります。�

教官専用。�
図書館用の�
コピーカード�
を持っている�
方のみ使用出�
来ます。�
公費コピー機�

教官や大学院�
生が利用でき�
ます。�
利用希望の方�
は、カウンタ�
ーで手続きを�
して下さい。�

２人以上でＡＶ資料を利用�

する場合に使うことが出来�

ます。利用者はカウンターへ�会
　
議
　
室�

視
聴
覚
室�

開
架
図
書
コ
ー
ナ
ー�

書庫３階�

（学術和文雑誌）�

エレベーター�

第二閲覧室�

（128席）�

書庫４階�

附属学校・園コーナー�

グループ�

学 習 室�

製本室�トイレ�

トイレ�
男�

女�

資
料
室�

特
　
殊�

語
学�

演
習
室�

シ
ラ
バ
ス�

参
考
図
書�

コ
ー
ナ
ー�

第三閲覧室�

（84席）�

Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー�

３階平面図�

○開 　 架 　 図 　 書………社会科学、自然科学、工学�
○参考図書コーナー………参考図書、白書類、ＪＩＳ�

※館内での喫煙は、１Ｆ喫煙室をご利用下さい。飲食はブラウジングコーナーのみ可能です。�
　全館携帯電話は禁止になっていますので、館内では電源を切っておいて下さい。�

社会科学、自然�

科学、工学系統�

の参考図書のほ�

か、白書やＪＩＳ�

などをおいてい�

ます。�

留学生のための図書や�
新聞、ＡＶ資料をおい�
ています。ＡＶ機器や�
パソコンもあります。�

岩波新書、岩波文庫、ブ�
ルーバックス、中公新書�
など。放送大学のテキス�
トもここにあります。�

個人で視聴覚資料を観たり�
聴いたりするところ。�
利用者は閲覧カウンターで�
手続きをして下さい。�

古い新聞、縮刷版、�

大型本や参考図書な�

どをおいています。�

北方教育関係�
資料やシェー�
クスピアコレ�
クションをお�
いています。�
利用者はカウ�
ンターまで。�

語学の演習用�
のＡＶ機器を�
おいています。�
利用者はカウ�
ンターで手続�
きをして下さ�
い。�

和文雑誌�
「Ｌ」～「Ｚ」。�
アルファベット�
順に並べてあり�
ます。国勢調査�
もここです。�

社会科学、自然�
科学、工学の分�
野を配架してい�
ます。�

少人数でのレポート作成�

などに利用出来ます。利�

用者はカウンターへ。�

OPECで“第2書庫3F”と�

表示された図書はここに�

あります。（電動式書架）�

Ｄ　　Ｓ�

グループ�

学 習 室�

新
書
コ
ー
ナ
ー�

Ｊ
Ｉ
Ｓ
白
書�

白
　
　
　
書�
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http://www.akita-u.ac.jp/~ktakalib/
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開 館 時 間

・月曜日～金曜日 8：45～20：00
・土・日曜、祝日 9：00～17：00
ただし、春・夏・冬期休業中は
・月曜日～金曜日 8：45～17：00
・土・日曜、祝日 休　館

利用者カード

休　館　日
本学創立記念日（６月１日）・年末年始（12月28日～１月４日）
※臨時休館する場合は、その都度お知らせします。

館 外 貸 出

図書の館外貸出を受ける場合には「学生証」又は「利用者カード」が必要です。カウン
ターで申し込んでください。この「利用者カード」は本館でも利用できます。

返　　　　却

図書を借りるときは、図書と、「学生証」又は「利用者カード」をカウンターに提出し
てください。

貸 出 冊 数

借用した図書は、返却期限日までにカウンターへ返してください。
閉館時は玄関の返却用ポスト（ブックポスト）へ返してください。
返すのが遅れると遅れた日数分貸出停止になりますので、注意してください。

貸 出 期 間

院生・研究生　　５冊以内（製本済雑誌を含む）
学部学生　　　　２冊以内（図書のみ）

予　　　　約
貸出中の図書の予約ができます。予約すると返却後優先して利用できます。
「学生証」又は「利用者カード」を持参し、カウンターで予約してください。

Ａ Ｖ 資 料
ＡＶ資料を利用したい時はカウンターに申し出てください。
利用の際は「学生証」又は「利用者カード」が必要です。

図書ラベル

更　　　　新
使用中の図書を継続して借りたい時は、返却期日までに図書と「学生証」又は「利用者カ
ード」を持参し、カウンターで更新手続きをして下さい。予約がなければ更新できます。

WS 100

SH 57

(v.1)

図書の背表紙には左記、下図の「図書ラベル」が貼ってあります。
ラベルの一段目には「分類記号」│WS 100│、２段目には「著者記号」│SH 57│、３段
目には「巻冊番号」│(v.1)│が記入されます。
図書は「図書ラベル」の請求記号順に書架へ配架されています。
「請求記号」は「分類記号」「著者記号」「巻冊番号」からなります。
「分類記号」…図書の内容を記号化したもので│WS 100│は「小児科学」に関する図書で

あることを表しています。「分類記号」は医学関係は米国国立医学図書館
分類法【NLM】により、その他は日本十進分類法【NDC】により付与
されます。

「著者記号」…図書の著者名又は図書名を記号化したもの。
「巻冊番号」…図書に巻号がついている場合に記入します。

詳細は、図書館利用案内・医学部分館ホームページ（http://libra.med.akita-u.ac.jp/）を見てください。利用方
法等について不明な点がありましたら、カウンターにお問い合わせください。

院生・研究生　　図書 10日以内、雑誌 ７日以内
学部学生　　　　図書 10日以内
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医中誌�

Index�
  Medicus

Current�
  Contents

パソコンで�
OPAC、�
Medline�
などの検索�
ができます�
�

電
動
書
架�

研究個室�

１� ２� ３�

１� ２�

５�

３� ４�
エレベー�
ター�

二次資料�
　　　コーナー�

科研費、博士論文�
報告書�

情
報
検
索�

　
　
コ
ー
ナ
ー�

コピー機�

会議室兼演習室�

視聴覚室�

喫煙コーナー�
　　　（屋外）�

玄　関�

トイレ　男�

トイレ　女�

カウンター�

身障者用トイレ�

事　　務　　室�

階　　段�

ブラウジング�
　　コーナー�

和洋雑誌�
（1988年以前）�

医短図書�
　　　など�

貸出・返却・文献申込・�
個室等の申込など、�
何でもご相談ください。�

図書館所蔵の�
ＣＤ・ビデオが�
視聴できます�

12名位まで�
利用できます�

院生・教職員の�
研究用�

第２閲覧室�

１階平面図�

出入口�
コピー機�

新聞・雑誌が�
読めます。�



カラー�
コピー機�

非常口�

欧文雑誌�
（1989年以降）�

（１）�

（２）�

和文雑誌�
（1989年以降）�

欧文雑誌�
（1989年以降）�

参考�
�

図書�

洋図書�

コピー機�

コピー機�

和　図　書�

エレベー�
ター�

学内蔵書�
探索端末�
(OPAC)

閲
覧
席
　
席�
24

新
着
雑
誌
コ
ー
ナ
ー�

第　１　閲　覧　室�
�

（100席）�

階段�

最新年度の�
購入雑誌が�
あります�

OPACで「開架」�
になっている図書�
はここ。和洋別です�

誌名の�
アルファベット順に�
並んでいます�

２階平面図�

11
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http://libra.med.akita-u.ac.jp/
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この図書をコピーしたいんですけど？

コピー機は１階にありますよ。コピーする前

に「文献複写申込書」に記入してくださいね。

コンビニでコピーするときは申込書なんてい

らないのに、どうして？

図書館の図書や雑誌は「著作物」ですから著

作者の権利を守るために、勝手にコピーして

いけないことになっているんですよ。そのこ

とは「著作権法」に規定されています。

じゃあ、図書はコピーしてはいけないの？

著作権法には例外規定というのがあって、そ

の要件を満たした場合はコピーしてもいいん

ですよ。図書館でのコピーも31条で例外と

して認められています。

あ、それなら、いいんですね。

ただ、細かい規定があるので、これを守って

くださいね。

細かい規定って？

まず、コピーできるのはページ数にして半分

以内。100ページの図書なら50ページ以内

です。それから、雑誌の最新号はコピーして

はいけません。まだ買うことができますから。

部数は一人１部だけです。いっぺんに２部も

３部もコピーして、友達に配ったりするのは

だめです。

ふーん。

ちゃんと規定を守ってコピーしているかどう

か、図書館はチェックしなくてはならないの

で、「文献複写申込書」を書いていただいて

いるんです。

はあ…。でも講義のノートをコピーするとき

も申込書を書くんですか？

ノートのコピーはちょっと…。図書館のコピ

ー機は蔵書をコピーするために設置を認めら

れているので、それ以外のものはコピーして

はいけないことになっているんですよ。

いろいろ制約があるんですねえ。

不自由はありますけど、著作者の権利を守る

ことは大切ですから。

確かにそうですね。

著作権法についてもっと知りたい方は下記の図書をご覧ください。すべて本館１Ｆ開架にあります。[   ]内は

図書ラベルの番号です。詳しくはp.5をご覧ください。

半田正夫 「著作権法概説」一粒社 ［021.2-H29］

千野直邦他「著作権法の解説」一橋出版［021.2-C47］

著作権法令研究会「著作権法ハンドブック」著作権情報センター［021.2-C54］

加戸守行「著作権法逐条講義」著作権情報センター［021.2-Ka86］

著作権法令研究会「著作権法入門」著作権情報センター［021.2-B89］

日本図書館協会著作権問題委員会「図書館サービスと著作権」日本図書館協会［021.2-N71］

学生のとしこさんと図書館員の会話から…�
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昨年９月23日より試行されていた日曜開館は３月11日で終了いたしました。利用者は延べ6,873

人で、一日平均222人でした。これは11年度土曜開館とほぼ同程度の利用者数です。

期間中、アンケートを実施したところ引き続き行って欲しいとの要望が多かったので、13年

度も４月８日から行うことにしました。

なお、長期休業期間中は土曜日と同様に休館です。

情報検索コーナーに２台設置されました。開館時間内、自由に使うことができます。プリン

タはついていませんので、データの必要な方はフロッピーをご持参ください。

４月より、学生の皆さんよりご要望の多かったコイン式の私費コピー機が１台設置されます。

設置場所は１階で、今までのカード式私費コピー機も１階に移されます。

図書館でのコピーは「著作権法」に則して行わなければなりませんので、コピーの際には

「文献複写申込書」に記入してください。著作権法については13ページに詳しく解説しています

のでご覧ください。

日曜・祝日開館を行います�

インターネット専用パソコンが設置されました�

コイン式私費コピー機が新設されます�
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SUN MON THE WED THU FRI SAT
JUNE
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1 2 3 4 5 6 7
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SUN MON THE WED THU FRI SAT
JULY

● 図書館カレンダー ● （April－July 2001）

休　館

平常開館時間　8：45～20：00

休暇開館時間　8：45～17：00

土曜開館時間　9：00～17：00

本　　　　　館 分　　　　　館

本が嫌いなもの
・火（焼ける・焦げる） 全館禁煙です（本館は喫煙室で）
・水（濡れる・カビる） ブラウジングコーナー以外
・虫（ゴキブリやダニなど） 飲食禁止です
・ウルサイ人 携帯はOFFに

｝
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図書館だより 第50号 2001年４月１日発行

編集　秋田大学附属図書館出版物編集委員会
発行　〒010-8502 秋田市手形学園町１－１

TEL 本館018-889-2279  分館018-884-6052
FAX 本館018-832-4917  分館018-884-6252
附属図書館ホームページ

http://www.akita-u.ac.jp/̃ktakalib/
医学部分館ホームページ

http://libra.med.akita-u.ac.jp/

● 学生証が図書館の「利用者カード」を兼ねることになりました
・学部学生、大学院生、専攻科生は学生証で図書館を利用できます。

・上記以外の方はカウンターに申込んで「利用者カード」の発行を受けてください。

・医療技術短期大学部の学生は「利用者カード」が必要です。医学部分館に申込んでくだ

さい。

・学生証や「利用者カード」は本館・医学部分館のどちらでも使用でき、図書の借用、視

聴覚資料やグループ学習室を利用する時に必要です。

● 今年度も情報リテラシー教育を開講します
・前期は４月11日から毎週水曜日の５・６時限目です。詳細は教養基礎教育授業計画（シ

ラバス）をご覧ください。

● 2001年新規購入、中止雑誌リストは附属図書館ホームページでどうぞ
本館　http://www.akita-u.ac.jp/̃ktakalib/kokunai2001ad.htm

分館　http://libra.med.akita-u.ac.jp/journal.html

※ No.49に誤字がありましたので訂正して、お詫びいたします。大変ご迷惑おかけいたしました。

・Ｐ．８「本学教官等著作寄贈図書」の２冊目

（誤）青年身上監護制度論 →（正）成年身上監護制度論

・Ｐ．９ 右６行目　（誤）…poweer →（正）…power

新入生の皆さん ご入学おめでとうございます。新しい季節が始まりました。未来への扉が開けら

れました。扉の向こうには大きな可能性が、夢が待っています。

どうぞ、今日の胸の高ぶりを忘れず、諦めることなく、焦ることなく歩いてください。

図書館は、何時でもそんなあなたのお手伝いをしたいと思います。ご来館をお待ちしています。

http://www.akita-u.ac.jp/~ktakalib/kokunai2001ad.htm
http://www.akita-u.ac.jp/~ktakalib/kokunai2001ad.htm
http://www.akita-u.ac.jp/~ktakalib/
http://libra.med.akita-u.ac.jp/
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